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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込

まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、地震・火山活動の原因である地球のプレート運動を駆動しているマント

ル対流に焦点をあて、海洋マントルの大部分を占める水平流部分の海底観測をもとに

した研究である。この研究によって堅いプレートの下にある流動性のリソスフェアが

どのようにプレートを動かしているかを解明することができる。 
東日本大震災の影響で観測航海が予定よりも遅れた状況の中で、パイロット観測で

は津波による海水の電磁誘導現象を海底磁力計でとらえることが可能になるなど、予

想外の成果も上がっている。 
また、ノイズの少ない改良型海底地震計観測も、その後の本観測によって行われて

おり、このデータ回収についても予定どおり進行中である。 
さらに、もう一つのテーマであるマントル遷移層における水の存在の問題も含めて、

目標とする深度におけるデータ解析・モデル研究が効率的に進み、当初の問題の解明

につながることを期待する。 

 


